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１�

．地
域
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
活

性
化
・
生
産
性
向
上
に
向
け
た
支
援
策

の
充
実
・
強
化

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
雇
用
の
確

保
、
各
種
納
税
な
ど
を
通
じ
て
地
域
経
済
の

発
展
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
経
営
基
盤
の
強
化
、
経
営
の
持
続
的
発

展
を
支
援
す
る
た
め
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

⑴�
地
域
を
担
う
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
事
業
承
継
対
策
の
推
進

⑵
創
業
に
対
す
る
支
援

⑶�

地
域
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
の
強
化
と
市

独
自
の
中
小
企
業
対
策
予
算
の
拡
充

⑷�
中
小
企
業
の
資
金
調
達
の
円
滑
化
に
向
け

た
金
融
支
援

⑸�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
地
方
創
生
へ
の
取
り

組
み
支
援

⑹�

中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
、Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
に
お
け
る
環
境
整
備

⑺�

地
域
の
雇
用
創
出
に
向
け
積
極
的
に
取
り

組
む
企
業
に
対
す
る
新
た
な
支
援

⑻�

女
性
の
活
躍
促
進
に
向
け
た
支
援
制
度
の

検
討

⑼�

国
家
戦
略
特
区
の
効
果
を
活
か
し
た
地
域

の
新
し
い
価
値
の
創
出

⑽�

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム（
Ｒリ

ー

サ

ス

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

を
活
用
し
た
分
析
お
よ
び
活
用
促
進

２�

．ま
ち
づ
く
り
の
推
進（
主
に
中
心
市
街

地
活
性
化
関
係
）

　

新
潟
市
の
“
顔
”
と
な
る
中
心
市
街
地
に

お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、
以
下

の
点
に
つ
い
て
対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た

し
ま
す
。

⑴�

行
政
機
能
の
古
町
地
区
へ
の
移
転
等
を

契
機
と
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

の
推
進

⑵�

中
心
市
街
地
の
居
住
人
口
お
よ
び
就
労
人

口
増
加
に
向
け
た
支
援

⑶
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑷�

都
心
機
能
を
高
め
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
整

備
計
画
の
早
期
実
現

⑸�

古
町
花
街
を
活
か
し
た
観
光
文
化
拠
点
施

設
等
の
整
備
推
進
と
地
域
文
化
や
産
業
観

光
等
に
関
す
る
取
り
組
み
強
化

⑹�

花
街
文
化
・
伝
統
芸
能
技
能
承
継
と
広
報

活
動
に
対
す
る
支
援
拡
充

⑺
事
業
用
地
等
の
不
足
解
消

⑻�「
鉄
道
の
街
に
い
つ
」復
活
を
目
指
し
た
諸

活
動
へ
の
支
援

３�

．政
令
指
定
都
市
・
新
潟
の
拠
点
性
向
上

に
向
け
た
積
極
的
対
応

　

新
潟
市
の
さ
ら
な
る
拠
点
性
向
上
に
向

け
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
対
応
さ
れ
る
よ
う

要
望
い
た
し
ま
す
。

⑴
新
潟
港
の
活
性
化

⑵
新
潟
空
港
の
活
性
化

⑶
新
潟
駅
の
整
備
促
進

⑷
新
潟
駅
―

新
潟
空
港
間
の
ア
ク
セ
ス
強
化

⑸�

交
流
人
口
の
増
加
等
に
向
け
た
観
光
振
興
・

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進

⑹�
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
）誘
致
・
対

応
策
の
強
化

⑺
産
学
官
金
連
携
の
推
進

⑻�

災
害
に
強
い
安
心
・
安
全
な
都
市
づ
く
り

の
推
進

※�

要
望
書
の
詳
し
い
内
容
は
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
農
業
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に

向
け
た
提
言
書
」
を
新
潟
市
へ
提
出

　

当
所
は
、
10
月
26
日
、
政
策
委
員
会
（
曽

山
稔
委
員
長
）
で
取
り
ま
と
め
た
「
農
業
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
向
け
た
提
言
書
」

を
新
潟
市
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、南
波
副
会
頭
と
曽
山
委
員
長
、藤

田
副
委
員
長
が
新
潟
市
を
訪
れ
、高
橋
建
造

副
市
長
に
直
接
提
言
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
提
言
は
、
国
家
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ

他
の
政
令
市
に
は
な
い
新
潟
市
の
農
業
と
い

う
強
み
を
最
大
限
に
活
用
し
て
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
た
め
、「
農
」「
食
」
に
関
す
る

“
オ
ー
ル
新
潟
”
で
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を

形
成
し
、
新
た
な
産
業
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
交
流
・
定
住
人
口
を

増
加
さ
せ
、
持
続
的
な
地
域
経
済
の
発
展
を

目
指
す
べ
き
と
し
て
、
様
々
な
施
策
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　

10
月
６
日
、
当
所
と
新
津
、
亀
田
の
３
商
工
会
議
所
は
合
同
で
、
篠
田
昭
新
潟
市
長
な
ら
び
に
永
井
武

弘
新
潟
市
議
会
議
長
に
対
し
、「
平
成
三
十
年
度
新
潟
市
の
政
策
に
対
す
る
要
望
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
は
、「
地
域
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
・
生
産
性
向
上
に
向
け
た
支
援
策
の
充
実
・

強
化
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
政
令
指
定
都
市
・
新
潟
の
拠
点
性
の
向
上
に
向
け
た
積
極
的
対
応
」

を
３
本
柱
と
し
て
項
目
に
掲
げ
て
い
ま
す
。（
重
点
要
望
は
以
下
の
通
り
）

３
商
工
会
議
所（
新
潟
・
新
津
・
亀
田
）合
同
で

新
潟
市
の
政
策
に
対
す
る
要
望
書
を
提
出

３会議所合同で篠田市長（中央左）に要望書を提出

高橋副市長（中央左）に提言書を提出
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会議所の き動

2017.11

Ｂ
Ｉ
Ｚ 
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で
販
路
開
拓
・
支
援

～
工
業
部
会
～

　

10
月
19
日
、
20
日
の
２
日
間
、
新
潟
市
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
に
い
が
た
Ｂ

Ｉ
Ｚ�

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ�

２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
、

２
日
間
で
１
８
４
団
体
・
企
業
が
出
展
し
、

約
１
１
０
０
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

当
所
の
支
援
ブ
ー
ス
に
は
会
員
事
業
所
９

社
が
出
展
し
、
販
路
開
拓
に
向
け
た
自
社
製

品
の
Ｐ
Ｒ
や
、
新
規
顧
客
獲
得
の
た
め
の
情

報
収
集
に
努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
工
業
部

会
（
渋
井
信
之
部
会
長
）
は
、
部
会
活
動
の

一
環
と
し
て
、10
月
19
日
の
開
催
に
合
わ
せ
、

元
時
事
通
信
社
解
説
委
員
で
帝
京
大
学
経
済

学
部
教
授
の
黒
崎
誠
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

黒
崎
氏
は
、「
日
本
に
は
世
界
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
技
術
力
、
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
る

中
小
企
業
が
数
多
く
あ
る
。
共
通
点
は
３
Ｋ

（
こ
だ
わ
り
・
小
回
り
・
顧
客
主
義
）
と
３

Ｓ
（
創
意
・
先
取
り
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
）
を
大

切
に
し
て
き
た
企
業
で
あ
る
」
と
解
説
し
、

数
々
の
中
小
企
業
を
取
材
し
た
際
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
実
現

に
向
け
て
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
開
催

　

当
所
で
は
、
10
月
17
日
、
佐
渡
金
銀
山
を

は
じ
め
と
す
る
佐
渡
の
歴
史
や
文
化
を
改
め

て
学
ぶ
た
め
、
参
加
者
23
名
で
佐
渡
日
帰
り

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
佐
渡
の
新
た
な
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
施
設
「
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡
」
を
会
場

に
、
現
在
、
相
川
地
区
で
計
画
さ
れ
て
い
る

「
佐
渡
金
銀
山
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設（
仮
称
）」

の
整
備
基
本
計
画
や
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
佐
渡

市
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

担
当
者
は
、「
観
光
ガ
イ
ド
・
通
訳
案
内

士
の
養
成
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
整
備
や
、
ト
イ

レ
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面

で
の
整
備
も
進
め
る
予
定
で
あ
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
、一
行
は
ト
キ
の
森
公
園

や
大お

お
だ
て立

竪た
て
こ
う坑

、
北き

た
ざ
わ
ふ
ゆ
う
せ
ん
こ
う
ば

沢
浮
遊
選
鉱
場
、
大お

お
ま間

港
、

佐
渡
金
山
（
宗そ

う
だ
ゆ
う
こ
う

太
夫
坑
）
を
巡
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
佐
渡
の
多
く
の
魅
力
を
発
見

し
、
一
日
も
早
い
世
界
遺
産
登
録
を
願
っ
て

い
ま
し
た
。

世
界
で
愛
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
に
は

～
第
２
回 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
～

　

10
月
11
日
、
当
所
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

は
、
ジ
ェ
ト
ロ
新
潟
と
の
共
催
で
『
世
界
に

愛
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
～
新
潟
企
業
の

海
外
展
開
を
見
据
え
た
中
国
と
ア
メ
リ
カ
の

経
済
』
と
題
し
て
、
木
内
酒
造
㈾
の
副
社
長

木
内
敏
行
氏
を
招
き
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
23
名
。

　

木
内
氏
は
、
自
社
製
品
の
常ひ

た
ち
の

陸
野
ネ
ス
ト

ビ
ー
ル
を
世
界
30
カ
国
で
販
売
し
て
お
り
、

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
す
る
上
で「
ロ
ー
カ
ル

か
ら
グ
ロ
ー
カ
ル
」「
自
主
自
立
・
創
意
工
夫
」

「
人
づ
く
り
」と
い
う
３
つ
の
視
点
が
重
要
で

あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、「
日
本
で
売
れ

な
い
商
品
は
海
外
で
も
売
れ
な
い
」「
日
本

人
の
流
通
に
頼
ら
な
い
」「
日
本
ら
し
い
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
」と
い
っ
た
海
外
展
開

で
の
モ
ッ
ト
ー
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

非
正
規
雇
用
労
働
者
の

待
遇
改
善
等
を
要
請

　

非
正
規
雇
用
者
の
正
社
員
転
換
・
処
遇
等

の
改
善
と
労
働
者
の
募
集
・
採
用
に
お
け
る

年
齢
制
限
の
禁
止
な
ど
に
つ
い
て
、
当
所
に

対
し
啓
発
要
請
の
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新

潟
の
布
施
幹
男
所
長
ら
が
10
月
17
日
に
来
所

し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

①�

非
正
規
雇
用
労
働
者
に
対
し
、「
労
働
契
約

に
期
間
の
定
め
が
無
い
」、「
所
定
労
働
時

間
が
フ
ル
タ
イ
ム
」、お
よ
び
「
直
接
雇
用
」

で
あ
る
正
社
員
へ
の
転
換
の
推
進
。

②�

非
正
規
雇
用
労
働
者
に
対
し
「
多
様
な
正

社
員
制
度
の
導
入
」
に
よ
る
正
社
員
へ
の

転
換
の
推
進
。

③�

非
正
規
雇
用
労
働
者
に
対
し
、賃
金
、教
育

訓
練
お
よ
び
福
利
厚
生
等
の
待
遇
の
改
善
。

④�

労
働
者
の
募
集
お
よ
び
採
用
に
か
か
る
年

齢
制
限
の
禁
止

　

な
お
、
新
潟
労
働
局
で
は
、
上
記
取
り
組

み
へ
の
支
援
策
と
し
て
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

助
成
金
」
の
活
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
潟（
℡
２
８
０
―

８
６
０
９
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

当所主催の黒崎氏による講演会

道
どうゆう

遊の割
われと

戸をバックに記念撮影

布施所長（左）から要望書を
受け取る当所早福専務理事


